
『 篤 姫 』 の 経 済 効 果

① 放 映 前 の 二 〇 〇 七

年 、 日 銀 鹿 児 島 支 店

の 予 測 で は 観 光 客 増

加 数 は 二 二 〇 万 人 ( 宿

泊 客 は 六 五 万 人 ) 、 経

済 効 果 は 二 九 六 億 円 、

放 映 の 翌 年 は 対 前 年

比 観 光 客 数 は 一 二 八

万 人 減 、 経 済 効 果 は

一 七 二 億 円 減 と 見 込

ん で い る 。 一 九 九 〇

年 放 映 の 『 翔 ぶ が 如

く 』 は 宿 泊 客 数 が 一

五 三 万 人 増 、 経 済 効

果 は 六 二 一 億 円 で あ

り 、 半 分 以 下 の 評 価

と な っ て い る 。

② 放 映 中 の 二 〇 〇 八

年 一 〇 月 、 鹿 児 島 地

域 経 済 研 究 所 の 試 算

で は 直 接 効 果 は 一 五

三 田 は 歴 史 が あ っ て 、

自 然 が 豊 か で 流 行 に

敏 感 な 都 会 と 、 経 験

を 大 切 に す る 農 村 が

混 在 す る 町 で す 。 人

そ れ ぞ れ に 思 い 入 れ

の あ る 町 、 我 が 故 郷

で す が 、 私 の 場 合 は

「 ふ る さ と 自 慢 が し た

い 」 そ の 一 語 で す 。

子 供 の 頃 、 「 日 本 で 最

初 に ビ ー ル を 造 っ た

人 は 三 田 生 ま れ の 川

本 幸 民 さ ん だ 」 、 と 教

え ら れ て 知 っ て い ま

し た が 、 子 供 は ビ ー

ル に 関 心 が 有 り ま せ

ん か ら 、 川 本 幸 民 さ

ん が い く ら 偉 大 な 人

で あ っ て も 、 名 前 と

ビ ー ル を 知 っ て い る

だ け で 、 ふ る さ と 自

慢 の 対 象 で は あ り ま

せ ん で し た 。 と こ ろ

が 、 近 年 に な っ て 、

ニ ュ ー タ ウ ン の 建 設

が 進 み 、 ふ る さ と の

見 直 し 、 ふ る さ と の

町 お こ し イ ベ ン ト が

盛 ん に な り 、 川 本 幸

民 さ ん に 改 め て ス ポ

ッ ト ラ イ ト が 当 た る

よ う に な り ま し た 。

演 劇 に 携 わ る よ う に

な っ て 仕 事 仲 間 に 、

川 本 幸 民 自 慢 を し ま

し た 。 し か し 、 採 算

を 第 一 に す る 商 業 演

劇 の 世 界 で は 川 本 幸

民 さ ん を 取 り 上 げ て

も ら え ま せ ん で し た 。

と こ ろ が 、 Ｎ Ｈ Ｋ の 大

河 ド ラ マ で 町 お こ し

を す る と の 遠 大 な 企

画 を 考 え 付 か れ た の

が 『 ド ラ マ 九 鬼 奔 流

で 町 お こ し を す る 会 』

の 皆 さ ん で す 。 初 め

て お 名 前 を お 聞 き し

た 時 は 驚 き だ け で は

な く 「 夢 の 夢 」 と 理

解 し ま し た 。 で も 、

夢 は 大 き い ほ ど 面 白

い と も 受 け 止 め ま し

た 。 会 の 皆 さ ん は 地

道 な 活 動 を 縦 続 さ れ 、

学 習 す る だ け で な く

三 田 の 歴 史 を 全 国 へ

発 信 し よ う と 活 動 さ

れ て い ま す 。 先 日 、 Ｎ

二 十 ～ 四 十 代 の 男 性 大 募 集 中

ふ る さ と 発 信 、 十 八 名 が 演 技 を 勉 強 中

一 億 円 、 間 接 効 果 一

一 一 億 円 、 合 計 二 六

二 億 円 と 予 測 。

③ 同 じ く 、 放 映 中 の

二 〇 〇 八 年 九 月 、 日

銀 鹿 児 島 支 店 の 予 測

で は 『 篤 姫 』 効 果 が

徐 々 に 強 ま っ て い る

と し な が ら も 、 観 光

客 数 の 伸 び は 当 初 の

予 想 を 下 回 り 、 一 月

か ら 七 月 の 実 績 か ら 、

そ の 伸 び 率 が 続 い た

と の 条 件 で 、 経 済 効

果 を 二 七 九 億 円 と 下

方 修 正 し て い る 。

④ 平 成 二 〇 年 度 鹿 児

島 市 観 光 統 計 の 入 れ

込 み 観 光 客 数 に よ れ

ば 、 二 〇 〇 八 年 度 の

観 光 客 総 計 は 九 〇 二

万 人 、 対 前 年 比 ５ ％

( 四 三 万 人 ) ア ッ プ で 、

昭 和 四 〇 年 に 三 〇 〇

万 人 を 突 破 し て 以 来

最 高 を 記 録 し た 。 特

に 県 外 か ら の 観 光 客

は ７ ・ ７ ％ ア ッ プ 、

県 内 客 は ２ ・ ６ ％ ア ッ

プ で あ っ た 。 篤 姫 は

鹿 児 島 市 民 に も 知 名

度 は 低 く 、 放 映 当 初

は 視 聴 率 も 上 が ら ず 、

Ｎ Ｈ Ｋ で も 問 題 視 さ

れ て い た が 、 中 盤 以

降 尻 上 が り に 上 昇 し 、

予 想 を 上 回 る 経 済 効

果 を 上 げ る こ と が で

き た 。

誘 致 活 動 の ポ イ ン ト

鹿 児 島 市 は 兼 ね て よ

り 大 河 ド ラ マ 誘 致 に

向 け て Ｎ Ｈ Ｋ に 対 し

ア プ ロ ー チ し て い る 。

鹿 児 島 市 は 別 の テ ー

マ で ア プ ロ ー チ し て

い た が 、 Ｎ Ｈ Ｋ か ら 突

然 『 篤 姫 』 の 計 画 が

も た ら さ れ 、 篤 姫 の

知 名 度 が 県 内 で も 低

く 、 驚 き 、 戸 惑 っ た 。

当 然 な が ら 、 『 篤 姫 』

に 関 し て は 特 に 全 く

活 動 を 行 っ て い な い 。

大 河 ド ラ マ 誘 致 に は

Ｎ Ｈ Ｋ の プ ロ デ ュ ー

サ な ど 、 人 脈 が 構 築

さ れ て お り 、 そ の 活

用 が 奏 功 し た よ う だ 。

特 に 、 Ｎ Ｈ Ｋ へ 、 都 度

資 料 を 提 供 、 問 合 せ

に も ク イ ッ ク に 判 断

し 、 返 答 し て い る 。

篤 姫 館 事 業 と 広 告 ・

広 報 活 動 に つ い て

① 篤 姫 を 県 内 及 び 全

国 へ 発 信 す る 拠 点 と

し て 二 〇 〇 八 年 一 月

～ 二 〇 〇 九 年 三 月 ま

で 篤 姫 館 を 設 置 し た 。

同 館 は 県 、 市 、 商 工

会 議 所 な ど で 実 行 委

員 会 を 設 け 、 ド ル フ ィ

ン ポ ー ト の 一 角 を 借

り 、 セ ッ ト を 再 現 す

る な ど の 展 示 を 行 っ

た 。 当 初 は 二 〇 〇 九

年 一 月 ま で の 予 定 で

あ っ た が 、 人 気 上 昇

で 三 月 ま で 延 長 し

た 。
② 有 料 広 告 は 出 さ な

い 方 針 で 進 め た が 、

多 く の マ ス コ ミ に 取

り 上 げ ら れ 、 観 光 客

誘 致 に 効 果 を 発 揮 し

た 。 当 初 、 二 〇 万 人

の 来 館 予 想 が 、 六 七

万 人 と 予 想 を 大 幅 に

上 回 っ た 。

③ 建 築 費 及 び 展 示 品

に 二 ・ 四 億 を 支 出 、

二 ・ 八 億 の 売 り 上 げ

で 黒 字 を 達 成 し た 。

フ イ ル ム コ ミ ッ シ ョ

ン の 効 果 は ？

九 州 ・ 山 口 地 区 の フ

イ ル ム コ ミ ッ シ ョ ン

に 加 入 し 、 活 動 し て

い る が 、 大 河 ド ラ マ

の ロ ケ ハ ン で の 経 済

効 果 は 殆 ど 期 待 で き

な い 。( 九 九 ％ は ス

タ ジ オ で 撮 影 ) し か

し 、 映 画 で は 『 海 ざ

る 』 『 チ ェ ス ト 』 『 網

の 金 魚 』 な ど の シ

リ ー ズ で 、 潤 っ て い

る よ う だ 。

維 新 ふ る さ と 館

現 在 は 維 新 ふ る さ と

館 で 篤 姫 関 係 の 展 示

地 元 鹿 児 島 で も 知 ら れ て い な か っ た 『 篤 姫 』 が 大 河 ド ラ マ に ！

『 篤 姫 』 の 郷 、 鹿 児 島 市 を 取 材 し て
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Ｈ Ｋ で 放 映 さ れ た 『 白

洲 次 郎 』 の ド ラ マ の

企 画 も 、 会 の 活 動 と

あ な が ち 無 縁 と は 言

え ま せ ん 。

白 洲 次 郎 さ ん の ご 先

祖 は 九 鬼 家 と は 深 い

縁 の あ る 人 で す 。 お

墓 が 三 田 に あ る こ と

が 広 く 知 ら れ た こ と

で 、 三 田 を 訪 ね て く

る 人 （ 観 光 客 ） が 随

分 と 増 え ま し た 。

川 本 幸 民 さ ん も 九 鬼

家 と は 縁 深 い 人 で す 。

そ の 川 本 幸 民 さ ん は

来 年 が 生 誕 二 百 年 の

年 で す 。 平 成 二 十 二

年 の 三 田 市 は 、 川 本

幸 民 を 題 材 に し た イ

ベ ン ト が 多 彩 に 繰 り

広 げ ら れ る と 思 い ま

す 。 照 準 を 生 誕 二 百

年 に 意 図 し て 合 わ せ

た わ け で は あ り ま せ

ん が 、 『 ふ る さ と の 偉

人 ・ 川 本 幸 民 伝 』 を

来 秋 舞 台 化 す る こ と

を 目 標 に 、 演 技 の 勉

強 を 始 め た 私 達 の 『 三

三 田 の 歴 史 を 大 河 ド ラ マ へ と の 思 い で 始 め た 我 々 の 活 動 も 、 い つ し か

灯 火 も 消 え か け て い た が 、 『 白 洲 次 郎 』 の Ｎ Ｈ Ｋ ド ラ マ 実 現 で 一 気 に

息 を 吹 き 返 し て き た 。 『 白 洲 次 郎 』 の 著 者 ・ 北 康 利 が 、 我 々 が 大 河 ド

ラ マ の 主 人 公 と 目 す る 『 蘭 学 者 ・ 川 本 幸 民 』 の 小 説 を 既 に 書 い て い る ！

あ の 、 鹿 児 島 で さ え 知 ら れ て い な か っ た 『 篤 姫 』 が 大 河 ド ラ マ に な っ

た こ と を 思 え ば 可 能 性 は 十 分 だ 。 ど う す れ ば 大 河 ド ラ マ を 引 き 寄 せ ら

れ る の か 、 実 現 す れ ば ど の 程 度 の 経 済 効 果 が 期 待 で き る の か を 、 現 地 、

鹿 児 島 に 行 っ て 探 っ て き た 。

田 演 技 塾 』 で す が 、

多 彩 に 繰 り 広 げ ら れ

る で あ ろ う イ ベ ン ト

の 一 端 を 担 い た い と

考 え て い ま す 。

そ こ で 、『 三 田 演 技 塾 』

の 近 況 報 告 と お 願 い

で す 。 現 在 十 八 名 の

塾 生 が 舞 台 演 技 の 基

礎 を 学 習 中 で す 。 全

員 が 初 め て の 体 験 を

し て い る よ う で す 。

普 段 は テ レ ビ の ド ラ

マ で し か 見 る こ と の

な い 演 技 。 い ざ 、 自

分 が 演 じ て み る と 、

見 る と 演 じ る で は 大

違 い 。 「 多 少 の 誇 張 は

あ っ て も 普 段 の お 喋

り を 再 現 す れ ば 、 そ

れ が 台 詞 で す 、 そ れ

が 演 技 で す 。 難 し く

考 え な い で 」 と 指 導

さ れ て も 、 何 と な く

ぎ こ ち な い 。 そ れ で

も 仕 方 あ り ま せ ん 。

初 め て の 体 験 で す か

ら 。 で も 、 初 め て は

最 初 の 内 だ け 、 回 を

重 ね て 上 達 中 で す 。

来 秋 の 公 演 時 に は 演

技 の 花 が い く つ も 咲

く こ と に な る は ず で

す 。

川 本 幸 民 さ ん の 少 年

期 か ら 晩 年 ま で を 描

く 舞 台 で す 。 そ の 為 、

出 演 者 に 少 年 か ら お

年 寄 り ま で 幅 広 い 年

齢 の 出 演 者 を 求 め て

い ま す 。 演 劇 で す か

ら 、 七 十 歳 代 の 人 が

二 十 歳 代 の 青 年 を 演

じ て も 不 思 議 で は あ

り ま せ ん が 、 そ れ は

名 前 （ 有 名 ） で 見 せ

る こ と の で き る 俳 優

さ ん の 話 で 、 一 般 的

に は 見 る 人 に 不 自 然

さ を 感 じ さ せ る こ と

は 否 め ま せ ん 。 し か

し 、 演 技 の 初 心 者 で

あ っ て も 、 か つ ら 、

衣 装 を つ け て メ イ ク

を す れ ば 三 十 歳 く ら

い は 若 く 演 じ 、 観 る

人 に 不 自 然 を 感 じ さ

せ な い 演 技 が で き ま

す 。 若 さ を 演 じ て み

ま せ ん か 。 た だ 今 、

ふ る さ と の 偉 人 ・ 川

本 幸 民 伝 を 舞 台 化 す

る 『 三 田 演 技 塾 』 で

は 、 二 十 ～ 四 十 代 の

男 性 大 募 集 中 で す 。

も ち ろ ん 、 多 彩 な 役

が 登 場 し ま す の で 年

齢 不 問 に て 塾 生 を 募

っ て い ま す 。

市 民 が 創 る 、 市 民 が

出 演 す る 、 ふ る さ と

自 慢 を 全 国 発 信 。 そ

ん な 舞 台 に あ な た の

参 加 を お 待 ち 申 し 上

げ て お り ま す 。

（ 文 ・ 演 出 家 ・　 　

　 　 　 　 中 畑 八 郎 ）

を 行 っ て い る が 、 維 持

費 が 八 千 万 円 、 収 入 が

三 千 万 円 で 赤 字 と の こ

と 。
鹿 児 島 で 川 本 幸 民 は ？

　 川 本 幸 民 が 鹿 児 島 に

お い て ど の よ う に 認 識

さ れ て い る か 、 尚 古 集

成 館 と 維 新 ふ る さ と 館

を 見 学 し た が 、 尚 古 集

成 館 に は 川 本 幸 民 の 肖

像 画 と 、 簡 単 な 紹 介 文

が 展 示 さ れ て お り 、 ま

た 、 同 館 で 販 売 し て い

る 図 録 集 に も 三 田 藩 出

身 の 蘭 学 者 で 島 津 斉 彬

が 九 鬼 精 隆 に 頼 み こ ん

で 薩 摩 藩 士 に 取 り 立 て

た と の 記 述 が あ る 。

（ 文 ・ 野 上 和 雄 ）


